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城郭探訪
ま ち づ く り と 城 の 址

飫
肥
城
周
辺
の
地
形
と
歴
史
的
環
境

　

日
南
市
飫お

び肥
は
飫
肥
藩
伊
東
家
五
万
一
千
石
の

城
下
町
で
あ
る
。
周
辺
に
は
島
津
氏
と
伊
東
氏
の

抗
争
の
舞
台
と
な
っ
た
城
・
砦と
り
で・

陣
跡
が
多
く
残

さ
れ
て
い
る
。
飫
肥
城
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
、
蛇

行
す
る
酒さ
か
た
に谷

川
に
囲
ま
れ
た
台
地
の
先
端
部
に
築

か
れ
た
平ひ
ら
や
ま
じ
ろ

山
城
で
あ
る
。
台
地
を
含
む
周
辺
一
帯

は
、
鹿
児
島
湾
の
最
奥
部
に
あ
っ
た
姶
良
火
山
か

ら
約
３
万
年
前
に
噴
出
し
た
入い
り
と戸

火か
さ
い
り
ゅ
う

砕
流
を
起
源

と
す
る
シ
ラ
ス
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
飫
肥

城
は
、
城
下
北
側
の
一
段
高
い
シ
ラ
ス
台
地
を
空

堀
で
縦
横
に
区
画
し
、
西
側
は
酒
谷
川
、
北
側
は

急き
ゅ
う
し
ゅ
ん

峻
な
シ
ラ
ス
台
地
の
崖
と
な
る
規
模
壮
大
な
縄

張
り
を
持
つ
。
各
曲
輪
は
一
辺
が
50
～
１
０
０
ｍ
ほ

ど
あ
り
、
本
丸
が
ど
れ
か
明
確
で
な
い
こ
と
が
特

徴
で
あ
る
。

　
「
飫
肥
」
の
地
名
は
平
安
時
代
中
頃
の
『わ
み
ょ
う
る
い

倭
名
類

聚じ
ゅ
し
ょ
う

抄
』
に
見
え
、
古
く
か
ら
政
治
・
経
済
の
中
心

的
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
や
が
て

島
津
豊ほ
う
し
ゅ
う州

家
が
入
城
し
て
日
明
貿
易
の
中
継
港

で
あ
る
油あ
ぶ
ら
つ津

や
外と

の
う
ら浦

を
支
配
し
、
そ
の
後
、
宮
崎

平
野
に
力
を
持
つ
伊
東
義よ
し
す
け祐

と
の
間
で
約
25
年
に

及
ぶ
攻
城
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
豊
臣
秀
吉
の
天
下

統
一
後
、
伊
東
祐す
け
た
け兵
が
入
城
し
飫
肥
藩
の
城
下
町

と
し
て
栄
え
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
廃
城
と
な
っ
た
。

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と 

飫
肥
城
復
元
事
業

　

日
南
市
で
は
高
度
経
済
成
長
期
以
降
過
疎
化
が

進
み
つ
つ
あ
る
中
、
昭
和
49
年
に
飫
肥
城
復
元
事

業
が
始
ま
っ
た
。
財
源
確
保
の
た
め
募
金
活
動
を

推
進
し
、
市
議
会
に
お
い
て「
文
化
財
保
存
都
市
宣

言
」を
行
い
、
歴
史
的
町
並
み
を
生
か
し
た
町
お
こ

し
戦
略
を
打
ち
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
総
事
業
費

飫肥城大手門

横馬場

飫
肥
城
下
町
の
歴
史
遺
産
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

日に
ち
な
ん南

市
長（
宮
崎
県
）　
髙た

か
は
し橋　
透と

お
る
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５
億
１
８
０
０
万
円
の
う
ち
、
２
億
２
０
０
０
万

円
が
市
民
や
市
出
身
者
、
有
志
企
業
か
ら
の
募
金

で
賄
わ
れ
た
。
国
で
は
昭
和
50
年
に
文
化
財
保
護

法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
伝
統
的
な
町
並
み
に
対
し
て

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
が
で
き

る
と
さ
れ
、
昭
和
52
年
、
飫
肥
は
九
州
で
最
初
の

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
。

本
町
通
り
拡
幅
事
業
以
降
の 

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
課
題

　

飫
肥
の
町
並
み
保
存
の
き
っ
か
け
は
、
飫
肥
城

復
元
事
業
と
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
決
定

で
あ
っ
た
が
、
も
う
一
つ
本
町
商
店
街
の
道
路
拡

幅
工
事
が
あ
っ
た
。
拡
幅
工
事
に
よ
り
失
わ
れ
て

い
く
も
の
の
価
値
に
気
づ
い
た
人
々
は
、
今
後
新

築
す
る
建
物
を
飫
肥
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に

造
り
上
げ
よ
う
と
模
索
し
始
め
、
そ
の
結
果
、
地

区
住
民
の
自
発
的
な
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
城
下
町

に
ふ
さ
わ
し
い
商
店
街
が
出
来
上
が
っ
た
。

　

こ
の
伊
東
氏
五
万
一
千
石
の
城
下
町
飫
肥
で
毎

年
10
月
の
週
末
２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る

「
飫
肥
城
下
ま
つ
り
」は
、
日
南
の
秋
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
る
。
飫
肥
城
跡
を
中
心
と
し
た
会
場
で

は
、
早
馬
や
宮
崎
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
泰

平
踊
」
の
披
露
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
。

　

ま
た
、
飫
肥
で
は
伝
統
的
な
建
築
様
式
を
生
か

し
つ
つ
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
近
年
で
は
、
歴
史
的

建
造
物
に
芸
術
家
が
期
間
限
定
で
作
品
展
示
を
行

うD
EN

K
EN

 W
EEK

の
開
催
や
、
民
間
に
よ
る

市
指
定
文
化
財
の
宿
泊
施
設
利
用
な
ど
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
可
能
性
に
挑
戦
し
て
い
る
。
住
民
の

高
齢
化
や
世
代
交
代
に
伴
う
空
き
家
の
増
加
な
ど

残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
功
や

失
敗
の
経
験
を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本町通り（拡幅後）

本町通り（拡幅前）

野
中
金
右
衛
門
と
門
松

　

天
正
16
年
に
伊
東
祐
兵
が
飫
肥
に
封
ぜ
ら
れ
て

以
来
、
幕
末
に
至
る
長
い
歴
史
の
中
で
、
２
人
の

偉
人
が
輩
出
さ
れ
た
。
１
人
は
日
露
講
和
条
約
を

結
ん
だ
外
相
・
小
村
寿
太
郎
で
あ
り
、
も
う
１
人

は
野
中
金
右
衛
門
と
い
う
、
後
期
飫
肥
藩
の
財
政

を
支
え
た
人
物
だ
っ
た
。

　

飫
肥
藩
の
主
要
専
売
品
と
し
て
藩
を
支
え
た
の

は
飫
肥
杉
だ
っ
た
。
吸
水
性
が
低
く
、
軽
量
で
強

度
が
高
い
た
め 

木
造
船
建
材
な
ど
に
用
い
ら
れ

た
。
文
献
に
は「
元
治
元
年
か
ら
一
年
間
の
藩
の
山

方
物
産
の
収
益
で
、
木
材
が
全
体
の
約
７
割
を
占

め
て
い
た
」
と
あ
り
、
飫
肥
杉
を
は
じ
め
と
す
る

木
材
に
財
政
を
依
存
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

明
治
25
年
に
農
商
務
省
が
編へ
ん
さ
ん纂
し
た
『
大
日
本

農
功
伝
』
に
よ
れ
ば
、
野
中
金
右
衛
門
は
寛
政
８

年
に
初
め
て
植
木
方
を
命
ぜ
ら
れ
、
以
来
50
年
も

の
長
き
に
わ
た
り
、
山
野
に
起
居
し
て
幾
百
万
の

飫
肥
杉
を
植
え
、
育
て
た
と
い
う
。
そ
う
い
っ
た

人
物
に
ふ
さ
わ
し
い
逸
話
を
ご
紹
介
し
た
い
。

　

天
保
年
間
の
藩
政
改
革
時
に
、
野
中
は
門
松
に

つ
い
て
建
白
し
た
。「
正
月
の
門
松
は
古
来
の
儀
礼

と
し
て
重
要
だ
が
松
の
木
を
切
っ
て
用
い
る
必
要

は
な
い
。
わ
が
藩
で
は
毎
年
家
々
に
四
本
の
門
松

を
た
て
る
が
、
一
万
の
家
が
あ
る
と
す
れ
ば
四
万

の
松
を
切
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
あ
れ
ば
ど

れ
だ
け
藩
の
役
に
立
て
ら
れ
よ
う
か
」。
以
来
、

飫
肥
で
は
松
を
切
る
こ
と
な
く
、
枝
葉
を
も
っ
て

こ
れ
に
代
え
た
と
い
う
。

　
『
大
日
本
農
功
伝
』よ
り
後
の
昭
和
３
年
に
著
さ

れ
た『
日
向
経
済
史
雑
考
』で
は
、
門
松
は「
建
物

一
棟
一
棟
の
出
入
口
、
倉
庫
、
竈
、
釜
屋
、
井
戸
、

便
所
、
納
屋
、
庭
屋
等
に
悉
く
」な
ど
と
数
を
盛
っ

て
お
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
逸
話
は「
伝
説
」の
域
を

出
な
い
も
の
だ
ろ
う
。
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